
総務省主催
電話リレーサービス・

文字表示電話サービス（ヨメテル）
に関する講習会

2025年2月27日（木）

14:00～15:00



1. 主催者（総務省）挨拶

2. サービス概要説明

3. 利用シーンの動画投影

4. サービス制度説明

5. 質疑応答

本日のアジェンダ



主催者（総務省）挨拶



本講習会の趣旨

きこえない人と電話できることを知る１

電話リレーサービスの利用方法や利用シーンを知る2

きこえない人に対する合理的配慮の拡大3



サービス概要説明



電話リレーサービスについて



電話リレーサービスとは

聴覚障害者ときこえる人を通訳オペレーターが “手話や文字”と“音声”を通訳することにより、

電話で即時双方向につなぐサービスです。

令和３年７月１日より、公共インフラとしてサービスを開始致しました。



電話リレーサービスとは（手話）

手話 音声

花束をください 花束をください



電話リレーサービスとは（手話）

手話 音声

2,000円になります2,000円になります

電話リレーサービスは、「利用者」と「電話の相手先」との会話

（オペレータは会話を通訳する役割）



電話リレーサービスとは（文字チャット）

文字
チャット

音声

花束をください

あ か さ

た な は

ま や ら

わ

花束をください



電話リレーサービスとは（文字チャット）

文字
チャット

花束をください

音声

2,000円になります

2,000円になります



「こちらは電話リレーサービスです。

耳のきこえない方などからのお電話を通訳しております。

双方のお話を全て通訳いたします。

よろしくお願いします。」

音声手話･文字

きこえない人から、きこえる人へかけるとき



きこえる人から、きこえない人へかけるとき

「お電話ありがとうございます。電話リレーサービスです。耳のき

こえない方などへ手話通訳または文字通訳を通してお電話しま

す。双方のお話を全て通訳いたします。おつなぎしますので少々

お待ちください。」

音声手話･文字



電話リレーサービスの

利用・登録状況



電話リレーサービスの現在
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電話リレーサービスの登録数 （ 令 和 6 年 1 2 月 3 1 日 時 点 ）

271人

法人登録数

（導入法人数＝114法人）

16,887人

登録者数（番号発行数）

個人登録数

16,616人



電話リレーサービスの実績（令和6年度12月実績）

通話件数

38,915件

通話時間数

201,879分

文字

48％

手話

52％

手話文字の利用割合



緊急通報の実績（令和6年度12月実績）

通話件数

86件

通話時間数

625分

緊急通報の割合

警察 消防 海保

44%

55%

1%



文字表示電話サービス

（ヨメテル）について



課題

※１

※１厚生労働省資料などを基に作成

| 相手の声が読める電話「ヨメテル」の位置づけ

聞こえない／聞こえにくいが

自分の声で話したい（話せる）人 1400万人
聞こえにくさがある人

6~10万人
手話使用者

37.9万人
障害者手帳保有者

課題

音
声
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

難
し
い
人
は
は
ま
だ
ま
だ
い
る自分の声を相手に直接伝え

相手の声を文字で読む
ことができるサービス

米国をはじめとする諸外国でも
サービスが提供されている



※無断での複製、改変、転載、再配布及び転送等の行為を禁止します。

© 2021 一般財団法人日本財団電話リレーサービス

ヨメテルとは

通話相手の声がリアルタイムで文字になり、読みながら電話ができます



※無断での複製、改変、転載、再配布及び転送等の行為を禁止します。

© 2021 一般財団法人日本財団電話リレーサービス

ヨメテルの利用方法

もしもし、こちら井上歯科です。

はい、ご予約ですね。
何日をご希望でしょうか。

4月19日の13時ですね。
かしこまりました。
少々お待ちください。

お待たせしました。4月19日の13時で予約いたし
ました。

はい、それではよろしくお願いいたします。

失礼します。



※無断での複製、改変、転載、再配布及び転送等の行為を禁止します。

© 2021 一般財団法人日本財団電話リレーサービス

通話相手となる全ての人に、
「ヨメテル」は、きこえにくい人か
らの電話であり、通常の電話と同じ
であることを理解して頂きたい。

ヨメテルの自動音声ガイダンス



電話リレーサービスとヨメテルの違い

令和３年７月より提供

令和7年1月23日より
提供

通訳

新
サ
ー
ビ
ス



最後に

1. 通常の電話と同様の着信があります。２者間に通訳オペレータがおりますので、通訳に若干のお時間をい
ただく場合がございます。

2. 応答後、通訳オペレータから「こちらは電話リレーサービスです。耳の聞こえない方などからのお電話を通
訳しております。双方のお話を全て通訳いたします。よろしくお願いします。」という内容が最初にあります。

〇電話リレーサービス（手話・文字について）

〇文字表示電話サービス（ヨメテル）について

1. 通常の電話と同様の着信があります。利用者（聴覚障害者等）が文字入力オペレータを選択している場合
は、通常の電話よりもタイムラグを感じる場合がございます。

2. 応答後、通話相手には、発着信の冒頭に自動音声ガイダンス（８秒）が流れます。「電話リレーサービスの
ヨメテルです。あなたの声を文字にして、相手に表示します。はっきりとお話しください。」

どちらも通話の主体はきこえない人、きこえにくい人と通話相手にあり、
通訳オペレータや文字入力オペレータが会話の調整を行うことはいたしません



サービス制度説明



提供背景

✓ 制度化に至った背景

➢ 電話は自立した日常生活および社会生活を送るうえで必要な手段である。

• 日常生活のコミュニケーション、行政手続、職場における業務のやりとり、緊急時の速やかな救助の要請で活用

➢ 電話は「音声」により意思疎通を図る手段であるという特性のため、きこえない人は介助を受けずに電話を利用することが困

難である。

✓ 「聴覚障害者等による電話の利用の円滑化に関する法律」

➢ 目的：きこえない人が、電話を通じたコミュニケーションを円滑に行えるようにするための仕組みを整備すること。

➢ 内容：公共インフラとしての電話リレーサービスが適正かつ公平に提供されるよう、国や電話提供事業者の責務について定

められている。また、サービスの安定した運営のため、電話提供事業者からの負担金を財源とし、公平な利用環境を確保す

る仕組みが構築されている。



制度の概要

電話リレーサービスは、公共インフラとしての電話リレーサービスの提供に必要な費用を、
電話提供事業者が協力して出し合うことで運営されている。

✓ 電話リレーサービス提供機関として日本財団電話リレーサービスが提供業務を実施
➢ 「聴覚障害者等による電話の利用の円滑化に関する法律」に基づき総務大臣が1社指定する。

✓ 電話リレーサービス支援機関が、毎年の交付金や負担金の金額を算定
➢ 「聴覚障害者等による電話の利用の円滑化に関する法律」に基づき総務大臣が1社指定する。

➢ 各電話提供事業者はそれぞれの会社が使用する電話番号数に応じて負担金を負担する。

➢ 多くの電話提供事業者では、「電話リレーサービス料」という形で電話の利用者の皆様に負担いただ
いている。



海外の提供状況

✓ 電話リレーサービスが公的に義務付けられるまで

➢ 1964年：米国でリアルタイムで「文字」による会話を可能とするTDDが開発された。

世界で初めて電話リレーサービスが開始された。

➢ 1990年：米国でADA法（障害を持つアメリカ人法）が成立した。

電話リレーサービスの実施が公的に義務付けられた。

サービス利用料は無料であり、24時間365日電話ができる環境が実現した。

➢ その後：スウェーデン、オーストラリアなど多くの国で公的制度として提供が開始された。

➢ 2010年以降：タイ、コロンビアにおいても法制化された。

✓ 現在の利用状況

➢ アメリカ：登録者数は非公開（利用時間数は90,621時間/年※1）

➢ オーストラリア：登録者数6,000人以上(2024年8月30日時点)

➢ カナダ：登録者数9,823人（2023年実績※2）

電話リレーサービスは海外の多くの国で提供されている。

出所） FCC ,  “ I n t e r s t a t e  T e l e c ommu n i c a t i o n s  Re l a y  Se r v i c e s  F u n d” ,  閲覧日： 2 0 24年12 月1 6日 , h t t p s : / /www . f c c . g o v / e c f s / doc u me n t /1 050 628 904 583 7/1

D IT RDCA ,  “ Ne w  f e a t u r e s  o n  t h e  wa y  f o r  t h e  N a t i o n a l  R e l a y  Se r v i c e ” , 閲覧日： 2 0 24 年1 2月16日 ,  h t t p s : / /www . i n f r a s t r u c t u r e . g o v . a u /n ode /41 225

SRV  Can a da  VRS ,  “ An n u a l  R e po r t s ” ,  閲覧日： 2 0 24年12 月1 6日 ,  h t t p s : / / s r v c a na d a v r s . c a / e n/pu b l i c a t i o n s / a n n ua l - r e po r t s /

TDD（Telecommunication Device for the Deaf）
テキストを表示するための小型キーボードとスクリーンを備
えており、視覚で相手のメッセージを読み取り、テキストで返
信することが可能。

※1：テキストリレーサービス、キャプション付き電話サービス、
音声読み上げリレーサービスの合算

※2：ビデオリレーサービスの実績

https://www.fcc.gov/ecfs/document/10506289045837/1
https://www.infrastructure.gov.au/node/41225
https://srvcanadavrs.ca/en/publications/annual-reports/


法人登録事例集のご紹介

2025年1月に、 「法人登録事例集」を作成し、公開した。電話リレーサービスの法人登録を検討される法人
の方々の参考とするため、既に登録済みの法人の皆様が法人登録に至った経緯等が掲載されている。

先行事例を参考に、どのような検討が必要かを把握いただける。各法人で導入する際に直面するかもし
れない課題等に対して、他法人でのアプローチ方法が掲載されているので、活用いただきたい。

出所） 総務省 ,  “ 電話リレーサービス（ 手話・ 文字）の法人登録事例集 ”,  h t t p s : / /www . s o u mu . g o . j p / ma i n _ c o n t e n t /0 009 890 22 . p d f

法人登録事例集は、総務省のHPに公開されている。
https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/tele
phonerelay/index.html （お知らせ欄）

「総務省」「法人登録事例集」「電話リレー」
の3つのキーワードによる検索でも確認可能

法人事例集

https://www.soumu.go.jp/main_content/000989022.pdf
https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/telephonerelay/index.html
https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/telephonerelay/index.html


ご参加いただきありがとうございました
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